
　
昭
和
43
年
９
月
20
日
に
制
定
さ
れ
た
『
登
別
町
民
憲
章
』
は
、
昭
和

45
年
の
市
制
施
行
に
伴
い
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
と
改
称
し
、
よ
り
よ

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
基
本
的
な
市
民
の
心
構
え
と
し
て
、
市
民
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
連
載
の
２
回
目
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
が
助
け
合
い
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
一
章
を

紹
介
し
ま
す
。

　『
登
別
市
民
憲
章
』
が
平
成
30
年
度
に
制
定
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　今
一
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
に
込
め
ら
れ
た

想
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
登
別
市
の
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
、
五
つ

の
章
を
一
章
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。
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実践活動の例
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●�隣近所、顔が見える関係を築
きましょう。

●�おもてなしの心で観光客を迎
えましょう。

●�約束事をしっかり守りましょ
う。

●�正しい交通マナーや知識を身
に付けましょう。

　この章のキーワードは、『思いやり』です。
　やさしさに包まれたまち、温かい心が育っているまち、そこに暮らす人々
には笑顔が絶えないでしょう。
　このまちに暮らす一人ひとりが、憩いの場であり明日への活力を養う場で
もある家庭を大切にするとともに、家族や友人をはじめ、自分の周りにいる
人に対し、損得を考えず、思いやりをもって誰かのためになることを自ら進
んで行うことで、私たちのまち『のぼりべつ』はもっと暮らしやすく、ぬく
もりのあるまちになっていきます。
　また、法律や約束事がよく守られることで、交通事故は少なくなり、暴力
は追放されることも、明るく住みよいまちにとって欠かすことはできません。

問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）・登別市民憲章推進協議会事務局連絡所（市民協働グループ内）

毎
日
の
生
活
に

市
民
憲
章
を

一　親切をつくし　きまりを守って　明るく
住みよいまちをつくりましょう

工
く

藤
どう

 蒼
そう

大
た

さん（富岸町）

▲�登別地獄谷で、観光客をも
てなす『登別市観光ボラン
ティアガイド』

◀�沿道で交通事故防止を呼び
掛ける『人と旗の波街頭啓
発運動』

　わたしたちは　古い歴史と美しい自然に恵まれた
登別の市民です
　ここに　わたしたちの心がまえを定めてよりよい
まちをつくることに努めます

一　心身をきたえよく働いて　活気あふれる�
� 豊かなまちをつくりましょう
一　親切をつくし　きまりを守って　明るく�
� 住みよいまちをつくりましょう
一　自然を愛し　力をあわせて　緑と空気と太陽の�
� いっぱいあるきれいなまちをつくりましょう
一　未来をつくる青少年の　健全な�
� 夢の育つまちをつくりましょう
一　教養をつみ　視野を広げて　平和で文化の�
� かおり高いまちをつくりましょう
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